
自分や周りの人が

性暴力被害にあったら

どうすればいいか

知っていますか？

子どもの性暴力被害は

学校での初期対応が

解決を大きく左右します



● 性暴力とは何か?
● 被害者にはどのような影響が出るの?
● 被害を知った周りの人（家族、学校、友人）は何をすればいいの?
● 自分が被害にあった時、何をすればいいの?

内 容:生徒が性暴力の被害者になったときの
学校・教職員の対応、被害者へのケアや
関係機関との連携などを学ぶ

講師 : 冨永良喜先生 または 山本沙弥香先生
（いずれも臨床心理士・公認心理師）

  ・ 仮想事例に基づく講義とグループワーク
（60～90分程度）

・ ひょうご被害者支援センターからの情報提供

犯罪被害についてのご相談は相談電話へ

●犯罪被害全般 :078-367-7833
毎週 月•火•木•金 （10 時～ １６ 時）

※ ただし、祝日、8/12~8/16、12/28~1/4 は除く

●性暴力被害専用:078-367-7874
毎週 月•火•水•木•金 （9 時～ １７時）

※ ただし、祝日、12/29~1/3 は除く
開設時間以外は夜間休日対応コールセンター（国設置）

に自動転送されます

※ 上記定型の研修以外にも、犯罪被害にあった
時の対応や相談機関の周知など生徒向けの短時
間の啓発もさせていただきます。

お気軽にご相談ください。

子どもが性暴力被害に
あった時のための研修会

生徒
向け

性暴力にあった時
あなたのからだを守るための
情報を学ぶ授業

講師 : 志水香保里先生（産婦人科医）

・ 講師による講義（50分程度）
・ ひょうご被害者支援センターからの情報提供
・ パンダの気持ち(動画・視聴7分)

講師 : ひょうご被害者支援センター職員

・ 専門家（産婦人科医、弁護士）監修の
スライド上映(16分)

・ ひょうご被害者支援センターからの情報提供
・ パンダの気持ち（動画・視聴7分）

       

内 容:自分や身近な人が性暴力被害にあったとき、
知ってほしいからだを守るための情報を学び、
対応や相談先を知る

そこで２つの「よりそい授業」を企画しました

教職員
向け

078-599-5268

受講者の声
「いやだ」と言える勇気、相談する人

をつくることも大切だと感じました。

様々な専門機関と連携•協力

しながら対応することの大切さを

改めて認識できました。

受講者の声

「よりそい」への相談電話には、子どもの性暴力被害の相談や
学校からの問い合わせが数多くあります。


